
第２回推進協

第７期　高知市高齢者保健福祉計画(平成30～32年度)　概要（案）

【第7期実施予定の取り組み（事業等）】

※事業の新規・継続・拡充とは，第６期計画を起点としたもの

1 １-１ ☆健康増進・維持向上への取組

●（拡充）住民主体の介護予防活動の推進
　・介護予防活動への参加促進：リハ職等と連携した虚弱高齢者等のつなぎ支援

　・体操を継続できる仕組みづくり：ＮＰＯ法人等と連携した支援体制の構築

　・低栄養予防の普及啓発

●（継続）一人ひとりの健康行動の推進
　・いきいき健康チャレンジの普及

１-２ ☆地域ぐるみによる生活支援の推進

●（拡充）生活支援体制の拡充
　・第１層(市全体)及び第２層（日常生活圏域）の協議体の開催

　・第２層（日常生活圏域）生活支援コーディネーターの配置

●（拡充）生活支援の人材発掘・育成
　・生活支援ボランティアの育成（高知市介護予防等サービス従事者養成研修等）

●（拡充）総合事業における自立した生活支援サービスの拡充
　・Ａ類型（人員基準緩和）事業所の増加

　・Ｂ類型（住民主体）及びＣ類型（短期集中）事業の構築

１-３ ☆住民主体による支え合い・社会参加の推進

●（拡充）住民主体の支え合い活動の推進
　・いきいき百歳体操の場等を活用した会食の機会づくりや地域での支え合いの仕組みづくり


●（継続）高齢者自身が支え手となる社会参加の推進
　・高齢者が支え手として参加可能な社会資源（子ども食堂等）との連携

2 ２-１ ☆在宅生活を支える生活支援の推進

●（拡充）食生活の支援
　・在宅高齢者配食サービス事業　　　　　　　　　

　・食の改善支援事業

●（継続）ひとり暮らしの支援
　・シルバー人材センター「ワンコインサービス」運営補助

２-２ ☆認知症対策の推進

●（拡充）認知症の初期の段階からの支援
　・認知症初期集中支援の実施及び認知症初期集中支援検討会の設置

●（拡充）地域での認知症高齢者支援ネットワークの拡充
　・認知症見守りネットワークづくり

●（継続）認知症に対する理解促進
　・認知症サポーター養成講座及びステップアップ研修


●（継続）認知症の人や家族が気軽に集い相談できる場づくりの推進          
　・認知症カフェの推進

●（継続）若年性認知症の人への支援
　・早期から支援を行えるような関係機関との連携体制の構築

２-３ ☆医療・介護連携による介護重度者・家族等へのサポート

●（継続）在宅医療・介護連携の推進　
　・市民への啓発

　・在宅医療・介護の連携の仕組みづくり

２-４ ☆権利擁護・高齢者虐待防止への取組

●（拡充）権利擁護の普及
　・成年後見制度利用促進事業

●（継続）高齢者虐待の早期発見・支援
　・高知市虐待予防ネットワーク会議　による連携・強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２-５ ☆要配慮者対策の推進

●（継続）地域防災計画に基づく要配慮者対策の推進

基本理念

【基本目標】 【施策の方向性】

高齢者の健康増進・いきがいづくり・社会参加による健康寿命の維持向上及び介護予防の推進目標１

生活支援サービス
の充実

災害時でも安心して
暮らし続けられる支援

ちいきぐるみの支え合いづくり

生活に不安を持つ高齢者・家族等の生活を支える施策の推進（ソフト対策）

いきいきと
暮らし続けられる

健康づくりの推進

市民が主体となる
地域活動の推進

安心して
暮らし続けられる

ひとりになっても安心して
暮らし続けられる支援

認知症になっても安心して
暮らし続けられる支援

重度の要介護状態
になっても安心して

暮らし続けられる支援

安心して暮らし続けられる
ための権利を守る支援

目標２
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3 ３-１ ☆住環境の整備・促進

●（継続）生活空間の環境整備　　　　　　
　・住宅改造助成及びアドバイザー事業

●（継続）多様な住まい方の支援

　・高知県居住支援協議会への参画


　・サービス付き高齢者向け住宅登録制度（立入検査）


３-２ ☆地域密着型サービス・施設サービス等の整備促進

●（継続）地域密着型サービスの整備

●（継続）施設サービスの整備

３-３ ☆公共交通網等の整備・促進

●（継続）公共空間や交通バリアフリーの推進

4 ４-１

●（拡充）ケアマネジメント力の向上
　・ケアマネジメント研修の開催（体系化）

●（継続）施設ケアの資質向上　　　 
　・自立を目指すケア研修会

４-２

●（新規）事業所の業務・職場環境改善に向けた仕組みづくり
　・優良事業所を評価

●（新規）介護人材の確保に向けた新たな取り組み
　・制度やサービス利用についての解説や介護の悩みを共有する場づくり

5 ５-１

●（新規）情報の共有化の推進
　・社会資源情報の共有のためのシステム等の構築


　・支援者間の情報共有及び規範的統合に向けた共通ルールづくり

　・地域共生社会の創造に向けた各種団体・住民等との共有化の推進

●（継続）自立支援に関する啓発

５-２

●（拡充）地域高齢者支援センターの再編・強化
　・センターの増設及びワンストップ機能強化

　・地域ケア会議を活用した取り組みの推進

　

５-３

●（新規）見える化システムを活用した情報共有・地域分析の促進

●（継続）介護給付等に要する費用にかかる適正化事業の実施

＜第7期介護保険事業計画の基本指針のポイント＞

１．高齢者の自立支援・重度化防止に向けた保険者機能の強化の推進

２．「我が事・丸ごと」、地域共生社会の推進

３．平成30年度から同時スタートとなる医療計画等との整合性の確保

４．介護を行う家族への支援や虐待防止対策の推進

５．「介護離職ゼロ」に向けた、介護をしながら仕事を続けることができるようなサービス基盤の整備

暮らしの中で受けられる
介護サービスの充実

　・看護小規模多機能型居宅介護，小規模多機能型居宅介護，定期巡回・随時対応型訪問
介護，認知症対応型通所介護，認知症対応型共同生活介護の整備

生活に不安を持つ高齢者・家族等の生活を支える施策の推進（住環境・公共交通などハード対策）

住み慣れた地域で
暮らし続けられる

多様な暮らし方の支援

事業所の
職場環境の改善

目標３

介護や看護に従事する
人たちが誇りとやりがい
を持って働き続けられる

事業所の
質の向上

公共空間や交通の
バリアフリー化

介護事業所・従事者の質の向上，労働環境の整備促進目標４

地域分析に基づく
保険者機能の強化

多様なサービスを
効果的に受けられる

多様な主体との
考え方や方向性の共有

地域高齢者支援
センターの機能強化

保険者による地域マネジメント力の強化・推進目標５


